２００８年２月２１日

長野県人事委員会委員長　市村次夫　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　長野県教職員組合執行委員長　花岡邦明

　　　　　　　　　　　　　　　　　長野県高等学校教職員組合執行委員長　高村　裕

教育職給料表(２)(３)の「特２級」の新設に関する緊急申し入れ

　冠省。

日頃より長野県公務員の賃金・労働条件の改善に向けて、ご尽力いただいていることに敬意を表します。
　さて、全国人事委員会連合会は、2008年２月１日付けで『「参考モデル給料表」の決定について』という通知を全国の人事委員会事務局に送付し、その中で主幹教諭と指導教諭に適用される「新たな職務の級（特２級）」を新設しモデルとして提示しました。

　その結果、長野県人事委員会が「新たな職務の級（特２級）」の勧告を行えば、来年度から「新たな職」を設置する前提をつくることになります。

　私たちは、これら「新たな職」の設置は、学校現場が求める定数改善からかけはなれたものであるばかりでなく、教職員の協力・協働で成り立っている学校現場を破壊する恐れさえあるために、慎重な検討と対応をすべきであると考えています。

　そして何よりも、新たな給料表の新設は私たちの給与・労働条件に大きく関わることであり任命権者との交渉事項であると考えています。

　以上の状況に鑑み、以下の点について緊急に申し入れます。

一　主幹教諭・指導教諭に対応する「特２級」の給料表については、任命権者と職員団体との協議の経過を踏まえ、慎重に取り扱うこと。

